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この「春闘パンフレット」は、働くみなさんに活用いただ
きたく、私たち日本労働組合総連合会（連合）が作成し
ました。
　連合は、７００万人の働く仲間で組織する労働組合のナ
ショナルセンター（全国中央組織）です。「働くことを軸
とする安心社会」をめざし、すべての働く人たちのために、
雇用と暮らしを守る取り組みを進めています。
　「ワークルール」とは、働くときに必要な法律や決まり
のことです。現在、日本では、労働相談件数の増加や、
いわゆる「ブラック企業」問題などに象徴されるように、
企業・使用者側、労働者側双方のワークルールに関する
知識の欠如に起因する労働問題が顕在化しています。
　しかしながら、学校教育の過程ではワークルールにつ
いての教育はほとんどされておらず、実際の職場でもそ
れについて話し合う契機がほとんど無いのが現状です。
こうしたことから、働く上で必要な最低限のワークルール
や困ったときに相談できる窓口などをまとめました。
　やりがいや希望をもち、安心して働くために、この一
冊がお役に立てば幸いです。

はじめに
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１．就業規則の作成・変更の場合は労働者全員の意思に基づいて選出された代表者の同
意が必要になります。そして、就業規則を労働基準監督署に届け出る時には労働者の代
表により意見書も必要になります（労働基準法第９０条）。
2．労働者代表の選出は面倒なことではありません。労働者代表選出の要件は２点です。
①労働基準法でいう管理監督者でないこと。
②協定締結や意見聴取の役割があることを明らかにし、投票、挙手等により選出された者
であること。尚、選出方法は従業員の話し合い、持ち回り決議等、労働者の過半数が当
該者の選任を支持していることが明確な民主的手続きであればよい(１９９９.３.３１基発１
６９号)とされています。

2022年　10月　2日～

北海道 920
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会社が罰則
を受ける制度です。

長時間労働是正に向け着実な働き方改革推進を
　２０１９年４月の働き方改革関連法の施行以降、時間外労働に対する上限規制の導入や月６０時
間超の割増賃金率の引き上げなど、長時間労働の是正がはかられてきました。
　２０２３年４月１日には中小企業への月６０時間超の時間外労働に対する割増賃金率の引き上げ
が、２０２４年には適用猶予業務への時間外労働の上限規制が適用開始となり、いよいよ働き方改
革関連法は全面施行となります。
　猶予されていた自動車運転業務へ働き方改革関連法が適用されることに伴い、物流業界に
様々な問題が生じると言われる「２０２４年問題」ですが、今回の規制強化は、トラックドライバーの
社会的地位の向上や労働環境の改善につながると期待されています。
　連合は、すべての働く者が健康で安心して働くことができる社会の実現をめざし、法令遵守は
もとより、法を上回る取り組みを展開しています。「働き方改革」を正しく理解し、自分の働き方を
見直しましょう。

　時間外労働の有無に関わらず、一定時
間以上の時間外労働や休日・深夜労働の
割増賃金を定額で支払う制度のことです。
ただし、規定されている一定時間以上の労
働が行われた場合は、さらに追加で差額
分の割増賃金を支払う必要があります。
　また、固定残業代制を採用する場合は、
求人票・求人広告や募集要項に①～③の
ことを明示する必要があります。
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職場の嫌がらせ ―ハラスメント―
～パワハラ対策が事業主の義務となります～

　２０２０年６月から、職場におけるハラスメント防止対策が強化されました。
　労働者保護のため、使用者は労働者からの相談体制整備や、相談してきた労働
者への不利益取り扱いの禁止、ハラスメントに関する研修を実施したり、事業主
自身もパワハラを行わないよう注意することが求められており、中小企業に対する
職場のパワハラ防止措置は、２０２２年４月から義務化されました。

　「パワハラ」（パワーハラスメント）とは、職務上の地位に限らず、人間関係や
専門知識など様々な優位性を背景にした、業務の範囲を超えた言動により就業環
境が害されるようないじめや嫌がらせのことです。

● 身体的・精神的苦痛を与える
● 仲間外れにする、無視する
● 過大・過小な仕事を与える
● 私的なことに過度に立ち入る

　など

パワハラになる可能性があるもの

※ 業務上必要な指示や注意がパワハラ
かどうかは、その動機・目的、相手と
の関係、属性、行為の継続性・回数
など、総合的に判断されます。

※ 最近では、就職活動中の学生に対するハラスメン
トや、悪質なクレームをする顧客・無理な注文を

スカ（」ラハスカ「るけ受らかどな先引取るくてし
タマー・ハラスメント）も問題になっています。

上司からの行為だけが
パワハラではありません

部下と上司の場合

部下 上司

同僚同士の場合

同僚 同僚

ラ
ハ
ワ
パ

ミ
ガ
ミ
ガ

ミ
ガ
ミ
ガ

パワハラやセクハラなど職場のいじめ・嫌がらせは人格を傷つける
許されない行為！！

Point

・どんな言動があったのか、記録（録音など）やメモをとっておく。
　（誰に、いつ、どこで、どんなことをされたのかなどの具体的な状況、日時）
・こころが壊れそうになったら、体調不良を感じたら、相談窓口や
  専門家に早めに相談する。
・体調が悪い場合は相談したり、早めに医療機関で受診する。



　ワーク・ライフ・バランスとは、「仕事（ワーク）と生活（ライフ）の調和」の
ことです。
　私たちの暮らしは、仕事だけで成り立っているわけではありません。家
事や育児、介護などの家庭生活はもちろん、趣味や地域活動との積極的な
関わりなどもとても大切な時間です。
　

　これは今から100年以上前の1886年5月1日、アメリカの労働者が１日８
時間労働を要求してデモ行進をした際に掲げたスローガンです。この時の
デモ行進が現在のメーデーの起源と言われています。
　この通りに24時間を割り振ることは難しくても、自分自身の大切なこと
に使う時間をしっかり持つことができるよう、意識することからはじめてみ
ましょう。 

ワーク・ライフ・バランスコラム

仕事・休息・自分の時間！　このバランスが大切です！

Work Life

ワーク
・ライフ・バランス

残りの８時間は
自分自身のために

１日８時間は
労働のために

次の８時間は
休息のために
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